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「新たな農業経営指標」を活用しましょう！

（３つのステップで経営改善！）

→ http://www.maff.go.jp/j/ninaite/shihyo.html

地域農業の人と農地の問題解決に向けて（パンフレット）

→ http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/hito_nouchi_booklet.html

「農地中間管理機構ホットライン」

電話 03-6744-2151（受付時間 平日９時30分～17時00分）

E-mail kikou@nm.maff.go.jp

♪～～♪～～♪～～♪～～♪～～♪～～♪～～♪～～♪～～♪～～♪～～♪

【配信アドレス変更のお知らせ】

日ごろから、御愛読いただきありがとうございます。
本メールマガジンは、２月29日以降配信するメールマガジンからアドレス

を変更いたします。迷惑メール対策等でメールソフトの設定をされている方
は、御注意ください。

■ 新しいアドレスはこちら→keiei_seisaku@maff.go.jp

＜トピックス＞

○ お知らせ

１．意欲ある農業者の経営発展を促進する農業用機械・施設の導入を支援
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○ 現場の皆さんへ

１．平成28年度「農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事

業」のご紹介

２ 「新たな農業経営指標」により、自分の経営状況をチェックしましょ．

う！

○ 担い手のための耳より情報

太陽光発電を活用した放牧家畜飲水の自動供給システム
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◆◆◆お知らせ◆◆◆

【１．意欲ある農業者の経営発展を促進する農業用機械・施設の導入を支援

します～担い手確保・経営強化支援事業の事業要望調査が始まりました～】

担い手確保・経営強化支援事業は、適切な「人・農地プラン」が作成され

ており、農地中間管理機構を活用している地区において、売上高の拡大や経

営コストの縮減などに意欲的に取り組む地域の担い手が、融資を活用して農

業用機械・施設を導入する際、融資残について最大で事業費の2分の1を支援

します。

事業要望調査を平成28年1月12日～平成28年2月10日まで行っていますの

で、ご活用をお考えの方は、事業実施主体である市町村にお早めにご相談下

さい。

なお、平成28年2月10日は、都道府県が国に申請する期日です。皆さまが

市町村に申請する期日は、市町村によって異なりますので、市町村にご確認

下さい。

■ 担い手確保・経営強化支援事業について

→ http://www.maff.go.jp/j/keiei/keikou/kouzou_taisaku/27_hosei/ind

ex.html

【２．平成27年度農業経営法人化・ステップアップ支援研修会の参加者を募

集します】

「平成27年度農業経営法人化・ステップアップ支援研修会 （２月23日」

（ ） 、 ） 。金 13:15～16:35 さいたま新都心合同庁舎 の参加者募集のご案内です

農業者の減少、高齢化が進む中、今後の農業界を牽引する優れた経営感覚

を備えた担い手を育成・確保し 「力強く持続可能な農業構造」を実現する、

ことが喫緊の課題となっています。

このため、関東農政局では、農業経営の法人化、生産性の向上や高付加価

値化など収益力の向上に向けた取組みを展開する「経営マインドを持った農

業経営者」の育成・支援を目的に 「攻めの農林水産業」への転換を志向す、

る農業者及び農業者の努力を生産現場で後押しする地方自治体や関係団体の

職員のみなさんを対象に研修会を開催しますので、ぜひご参加ください。

参加希望の方は、お住まいの市町村役場の農業担当課、都県庁（出先機関

含む）に申し込みいただくか、関東農政局ホームページ内に掲載中の「申込

書」に必要事項を記載の上、FAXにて申し込みいただきますようよろしくお

願いします （先着150名：申込期限2/16(火)まで）。

■ 主な内容

第１講座

講 師 農林水産省関東農政局

テーマ 「農業農村を巡る状況と担い手育成の方向」
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第２講座

講 師 三菱商事(株)生活原料本部 農産油脂部 シニアアドバイザー

吉田 誠 氏

テーマ 「いま問われる農業戦略 －危機を乗り越える経営力－」

第３講座

講 師 税理士法人 「税の西田」 代表 税理士 西田 芳秋 氏

テーマ 「法人化で農業経営がこう変わる」

■ 開催案内や参加申込はこちら（関東農政局ホームページ）

http://www.maff.go.jp/kanto/press/keiei/ikusei/160119.html→

■ お問い合わせ先

関東農政局経営・事業支援部担い手育成課（担当：高嶋、田口、石川、加

）藤 （TEL 048-740-0449 FAX 048-740-0081）

【３ 「補助金等の逆引き事典」を公開しました!】．

農林水産省では、施策を利用する方の使いやすさに配慮し、必要とする補

助金等の事業の情報を検索できる「補助金等の逆引き事典」を農林水産省ホ

ームページで２２日から公開しています。

これまでのホームページ掲載情報に対する、どの事業が何に使えるのかが

分かりにくい！というご意見に応え、利用者（誰が）と利用目的（何をした

い）を選択すると、

①該当する事業の一覧

②各事業の概要

③農林水産省（本省及び地方農政局等）の問い合わせ先

④最寄りの相談窓口 （地方参事官）の連絡先

といった情報が一覧で表示されるようになっています。

今後の農業経営にぜひご活用下さい！

■ 「補助金等の逆引き事典」

→ http://www.maff.go.jp/j/g_biki/index.html

◆◆◆現場の皆さんへ◆◆◆

【１．平成28年度「農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事

業」のご紹介】

、 、農業就業者の高齢化や農地の荒廃など 日本の農業は厳しい状況にある中

生産性向上等を通じた農業の競争力強化を図っていくことが求められていま

す。
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「農業界と経済界の連携による先端モデル農業確立実証事業」は、経済界

のノウハウを活用し、担い手の生産性向上や競争力強化に資する新たな技術

やサービスを農業分野へ導入することを目標として、農業界と先端技術を有

する経済界の企業等が連携して行う、低コスト生産技術体系の確立やＩＣＴ

を活用した効率的生産体制の構築、低コストの農業機械開発、農業経営にお

ける新しいビジネスモデルの実証などの先端モデル農業の確立に向けた取組

を支援します。

これまでに、実証期間を３年間として、本事業を開始した平成26年度には

16の取組が、平成27年度には新たに14の取組が採択されています。

28年度についても引き続き事業を実施する予定です。公募の開始は農林水

産省及び事業実施主体（先端農業連携推進機構）のホームページでもお知ら

せします。

■ 平成28年度予算の概要

→ http://www.maff.go.jp/j/budget/2016/pdf/15_28_kettei.pdf

■ 事業の内容を詳しく知りたい方はこちら（農林水産省「農業界と経済界

の連携による先端モデル農業確立実証事業 ）」

→ http://www.maff.go.jp/j/keiei/keiei/sentan_model/sentan_model.ht

ml

■ 先端農業連携推進機構

→ http://sentannogyo-kiko.jp/

【２ 「新たな農業経営指標」により、自分の経営状況をチェックしましょ．

う！】

農林水産省では農業者の皆さまが経営状況を自らの手でチェックし、経営

発展を実現するためのツールとして、インターネット上で無料で利用できる

「新たな農業経営指標」を公開しています。

この「新たな農業経営指標」は、農業者の皆さまが経営改善に必要な取組

の実施状況をチェックするとともに、経営に関するデータを入力することに

より、自らの農業経営の技術水準や財務状況などについて、主業農家の標準

的な水準やトップクラスの主業農家の水準と比較することができます。この

指標を活用して、農業者の皆さまの経営のレベルアップに役立てていただけ

ればと思います。

なお、認定農業者及び認定新規就農者の方は、農業経営改善計画等に沿っ

た経営改善を着実に進めるため、この指標を活用した取組を毎年行っていた

だくこととしております。

これから確定申告などに併せて、経営を振り返る時期となりますが、この

機会に 「新たな農業経営指標」にもぜひ取り組んで下さい。、

■ 新たな農業経営指標については、こちらをご覧ください。

→ http://www.maff.go.jp/j/ninaite/shihyo.html
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■ 経営改善実践システムについては、こちらへアクセスしてください。

→ https://shihyo.maff.go.jp/

◆◆◆担い手のための耳寄り情報◆◆◆

【太陽光発電を活用した放牧家畜飲水の自動供給システム】

近年、国産飼料の生産・利用の拡大を図る観点から、水田や耕作放棄地を

利用した家畜の放牧が拡がってきています。

しかし、耕作放棄地等の放牧では家畜の飲水確保が条件の一つであり、近

くに水源がない場合は、頻繁に水を運搬・供給する必要があります。水源が

ある場合でも、水源が放牧地より低い位置にあるときは人力か動力ポンプな

どで水を汲み上げる必要があり、多大な労力・時間を要します。そこで、農

研機構では、耕作放棄地等の放牧において、既存の太陽光電気牧柵システム

に直流電源で駆動する揚水ポンプシステムを組み合わせた新たな家畜飲水供

給システムを開発しました。

本システムは、すでに放牧地の多くに導入されている電気牧柵用のソーラ

ーパネルとバッテリーを電源として活用し、家畜に必要な量の飲水を河川等

から直流ポンプで自動で供給するものです。これにより、30分～１時間／日

を要していた飲水供給作業を省力化することができます。導入コストは、既

存の飲水器、配管資材、電気牧柵システム、バッテリーの利用を前提とすれ

ば、約6万円です。

■ 太陽光発電を活用した放牧家畜飲水の自動供給システムの詳細は下記を

ご覧下さい。

→ http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/press/laboratory/ni

lgs/056040.html

■ お問い合わせ先

国立研究開発法人 農研機構

畜産草地研究所 情報広報課（TEL 029-838-8611）

◆◆◆編集後記◆◆◆

今月号は予算成立や確定申告の時期が近いため、記事が盛りだくさんとな

りました。予算事業のほか、生産コストの削減やお役立ち情報など、農業者

の皆さんに是非読んでいただきたい記事ばかりです。来月も冬の寒さに負け

ずに、ホットな情報をお届けします （佐藤）。

（facebookもやってます！）

経営局facebook～農業経営者新時代ネットワーク（※登録なしで閲覧でき

ます ）。

→ http://www.facebook.com/nogyokeiei

■ ご意見・ご質問はこちら
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→ https://www.contact.maff.go.jp/maff/form/38f2.html

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

○ 電子出版：農業担い手メールマガジン

○ 発行日 ：毎月1回発行

○ 発行元 ：農林水産省経営局経営政策課 担当：氏原、佐藤

☆ 農林水産省担い手ホームページもご覧ください！

～担い手への支援策、認定農業者数等、担い手情報満載！！～

→ http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/index.html#ninaite

☆ このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから

→ http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/n_hyousyou/hyousyou_merum

aga.html

☆ このメルマガの配信変更、配信解除、パスワード再発行等はこちらから

→ http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇


